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数理・データサイエンス・AI教育の紹介

宮崎大学「データサイエンス・AI教育プログラム」の取組み
とそれを生かしたデジタル人材育成への展開

図１　本学「データサイエンス・AI教育プログラム」の概念図

です。データサイエンス・AIの分野は理系人材育

成に偏りがちでありますが、日本政府のAI戦略

2019で示されていますように、数理・データサ

イエンス・AIの教育は日本国内の全大学生が学ぶ

べき項目であり、デジタルノーマルを実現するこ

とが今後の日本の社会の発展のために必要不可欠

です。本学「データサイエンス・AI 教育プログ

ラム（リテラシー）」の目標として、ビッグデー

タを利活用できる数理的思考力を身に付けた地域

産業人材の育成を掲げ、“地域の問題、課題をデ

ータから理解でき、どのように数理・データサイ

エンス・AIが活用可能か理解できる人材を養成”

することを目的としています。宮崎県及び県内各

１．はじめに
本学は教育学部、医学部、工学部、農学部、地

域資源創成学部の５学部からなる総合大学です。

地域のニーズを捉えた産業人材の育成に力を注ぐ

なか、2021年度に「データサイエンス・AI 教育

プログラム（リテラシー）」の運用を開始し、

2022年８月に文部科学省の「数理・データサイ

エンス・AI教育プログラム」認定制度（MDASH）

におけるリテラシーレベルの認定と、リテラシー

プラスの選定を受けました。その概念図を図１に

示します。特徴としては、全学的にデータサイエ

ンス・AIを学ぶ必要性を示し、５学部の全入学生

が受講できる教育プログラムとして構成したこと
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内容としました。そのことにより、この１科目で

MDASHリテラシーレベルの範囲はカバーできる

ことになり、「データサイエンス入門」を修了要

件ではない選択科目としました。2022年度から

の教育プログラムは、５学部の全学生を対象に

「情報・データリテラシー」を必修にしているこ

とで、本学の全学生がMDASHのリテラシーレベ

ルのプログラム修了認定を受けることになり、

2021年度では、修了予定者が42名でしたが、全

学生の1,035名（本学１学年の総数）に認定対象

者が大幅に増加する予定です（現在変更申請準備

中）。

図２に本学「データサイエンス・AI教育プログ

ラム（リテラシー）」と工学部が2022年度に認定

された「工学部データサイエンス・AI教育プログ

ラム（応用基礎レベル）」の学生への紹介パンフ

レットを示します。このようなパンフレットだけ

でなく、MDASH認定時には本学HPにPR動画を

載せて、広く学生や社会に広報しました[1]。

企業ともに次世代へ産業を継続するためにそのよ

うな人材が必要であると、その重要性を認識して

います。

本学は、2019年に大学における数理・データ

サイエンス教育の全国展開の加速化を担う文科省

事業である｢数理・データサイエンス・AI教育強

化｣事業に協力校として参画しました。これをき

っかけに全学的にデータサイエンス教育を推し進

めるため、協力校となった2019年には全学組織

の大学教育委員会の下に「数理・データサイエン

ス部会」を設置し、各部局から１名以上の教員が

委員となって部会を構成しました。この部会を中

心に、本学の数理・データサイエンス・AI教育を

発展させるために、全学生が受講可能な科目「デ

ータサイエンス入門」と正課外の活動としての

「数理・データサイエンスコンペティション」を

開発いたしました。これが「数理・データサイエ

ンス・AI教育プログラム」認定制度（MDASH）

リテラシープラスの選定に繋がったと考えていま

す。

２．本学「データサイエンス・AI教育プ
ログラム（リテラシーレベル）」につ
いて
本学「データサイエンス・AI 教育プログラム

（リテラシー）」のカリキュラムは、リテラシーレ

ベルの“導入”及び“心得”のカリキュラム内容

で構成されている「データサイエンス入門」と、

すでに本学の基礎教育において全学１年生必修科

目として導入されていた統計学の初歩的な技能を

身につける「情報・数量スキル」（2021年度まで）

の２科目で構成されています。2022年度からは、

「情報・数量スキル」を「情報・データリテラシ

ー」に変え、内容をリニューアルしています。

「情報・データリテラシー」はICT を用いて、多

様な情報を収集・分析して適切に判断し、それら

を情報倫理に則って効果的に活用できる技能（情

報リテラシー）と、数量で示された事象を表やグ

ラフで適切に表現し、初歩的な統計判断を行うこ

とができる技能（数量スキル）を修得できる科目
図２　本学「データサイエンス・AI教育プログラム」の紹介

チラシ
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３．科目「データサイエンス入門」と
その利活用について
2019年度から「数理・データサイエンス部会」

を中心に、データサイエンス・AI教育のリテラシ

ーレベルに相当する動画コンテンツを作製し、科

目「データサイエンス入門」を開発しました。本

学の「データサイエンス・AI 教育プログラム」

の中でも最も重要な科目であり、2021年度から

オンライン（オンデマンド型）の科目として開講

しています。オンラインであることより時間割上

に定まった時間を設けず、後期集中科目としまし

た。ただし、学生には講義の進むスピードの目安

を提示し、課題等をため込まないように注意をし

ています。また、2022年度からは、対面とオン

ライン（同時双方向型）のハイブリット型を２回

ほど取り入れています。

「データサイエンス入門」は、数理・データサ

イエンス・AIが社会や研究の場でどのように関わ

っているのかを学ぶことを目的とし、医学、農学、

教育、地域ではどのような活用をされているのか、

幅広い分野での活用事例で構成し、５学部のそれ

ぞれの学生がデータサイエンスを学ぶ意義を実感

できる内容となっています。開講科目の一部を以

下に示します。
（図４参照）の動画及び小テストで構成されてい

ます。“まとめの解説”では、講義中に使用された数

理・データサイエンス・AIの要素技術の解説やデ

ータサイエンスを導入する理由等をダイジェスト

で解説しており、学生の講義理解に大きく貢献し

ていると考えています。このようなスタイルで学

部の教員、地元企業、自治体の専門家のより全

15回分の動画コンテンツにて構成されています。

「データサイエンス入門」は、オンデマンド型

のオンライン科目であることより、受講するのに

時間や場所の制約がありません。その利点を生か

し、宮崎県内の南九州大学や九州保健福祉大学等

の他大学にも横展開して、動画コンテンツの提供

を行っています。特に、南九州大学食品開発科学

科では2022年度から「データサイエンス入門」

動画コンテンツ15回分を用いた科目「数理・デ

ータサイエンス」を開始しています。南九州大学

図３　専門の教員による“講義”の動画コンテンツを2022
年度よりMoodleで配信

図４　数理・データイエンスを専門とする教員による“まと
めの解説”を図３の“講義”のまとめとして受講、
後からの振り返りにも有効

表１　「データサイエンス入門」の内容の一例

開講科目の一例 担当者
葉の形状解析～画像解析～
RESAS（地域経済分析シス
テム）等を活用した地域分
析と政策提言
保健医療分野におけるデー
タサイエンス
問題解決力と問題設定力～
シャッター商店街は誰にと
ってもの問題か～
イベント制作と映像におけ
るデータサイエンス

農学部教員
地域資源創成学部教員

県立看護大学  

日南市マーケティング
専門分析官

AVC 放送開発
株式会社

また、１回の授業は、各分野の専門の教員によ

る“講義”の動画（図３参照）と数理・データイエ

ンスを専門とする教員による“まとめの解説”
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ータを対象に、データサイエンスの技術を用いて

データを分析し、データの中から新たな課題発見

とその解決を導き出し、それをポスターにまとめ

る作業を行います。最後に全グループが参加して

ポスター発表会を行い、その発表は学内外の審査

委員が審査・論評するというコンペティションを

行っています。2022年度からは、企業の専門家

が学生相談窓口を担当し、専門家の視点からコン

ペティションに参加した学生へアドバイスも実施

しています。写真１に2022年度のコンペティシ

ョンにおけるポスター発表の風景を示します。

は、2022年度に本学が事業責任大学として採択

された文部科学省・大学教育再生戦略推進費「地

域活性化人材育成事業〜SPARC〜」SPARC事業

の協力校でもあり、MDASHのリテラシーレベル

にも認定されています。そのため、MDASHのリ

テラシーレベルの今後の教育に関しても継続的に

協力していける体制を整えています。また、

SPARC事業の中にも「DX/AI」分野において持続

可能な地域づくりを支える「未来共創人材」を育

成することが掲げられており、数理・データサイ

エンス・AI教育はこのSPARC事業においても重

要な教育要素として位置付けられています。

県内への数理・データサイエンス・AI教育の展

開への１つの取組みとして、県内の高校生に数

理・データサイエンス・AIの教育内容が学習でき

るように宮崎県立大宮高等学校のWWL（ワール

ド・ワイド・ラーニング）事業の一環として、本

学「データサイエンス入門」の動画コンテンツを

ベースとした「データサイエンス入門Ⅰ」、「デー

タサイエンス入門Ⅱ」という２科目を2022年度

から高校生向けに開講しています。高校生が受講

しやすいオンライン（オンデマンド型）での受講

が可能ということで、高校生への提供が実現しま

した。初年度である2022年度は延べ17名の高校

生が受講しています。高校生にデータサイエンス

を知ってもらうよい機会であり、参加した高校生

からは高い評価を得ております。

４．「数理・データサイエンスコンペティ
ション」について
本学では、正課外ではあるが学生に数理・デー

タサイエンス・AIの分野に興味・関心を持っても

らえるよう「数理・データサイエンスコンペティ

ション」を2021年度から開催しました。「数理デ

ータサイエンス部会」で実社会と直結する題材を

取りあげ、学内で特定の授業中に本学の全学生自

身がその題材に関するアンケートに回答するよう

依頼をして、アンケートデータを収集しています。

コンペティションに参加を希望した学生グループ

または個人が、学生自身が参加したアンケートデ

写真１　学生によるポスター発表とそれを審査する審査
委員の様子

コンペティションで用いたアンケート項目は、

2021年度は選挙に関するアンケート分析であり、

2022年度は人口減少・少子高齢化・進路に関す

るアンケート分析がテーマでした。2022年度の

コンペティションで最優秀賞を受賞した学生の発

表は、県政「未来みやざき創造プラン」を実現す

るために参考となるアンケート分析結果であり、

審査委員を務めていただいた宮崎市役所の方から

も高い評価をいただきました（次ページ図５参

照）。しかし、参加学生グループが５組程度と少

ないことが課題であり、今後学生への広報活動等

でイベントの面白さ・重要さをPRしていく必要

があります。

５．今後の展開について
本学は2022年10月に学内教育研究施設及び事
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育プログラムの特徴としては、学生の興味・理解

を高めるため科目「数理情報Ⅰ」、「数理情報Ⅱ」

では回帰分析の演習やpythonによるプログラミン

グなどの演習を取り入れており、「プロジェクト

演習（３年次科目）」では、異なる工学分野の混

合学生チームを結成し、現実のデータを対象に提

示された課題の解決を試みる、実践を重視した学

びを行っています。このような教育プログラムの

取組みがMDASHの応用基礎レベル認定に繋がっ

たと考えています。

工学部の教育プログラムの内容を全学展開し、

図６の右側に示したように、大学単位での応用基

礎レベルの認定を目指すよう教育プログラムを発

展・拡張していく計画を考えています。新たに

pythonによるプログラミングの演習を行う科目

図６　データサイエンス・AI教育プログラムの変更

務局体制の再編を行い、新たに学び・学生支援機

構という組織を設置しました。「数理データサイ

エンス部会」は、そのタイミングで「数理・デー

タサイエンス部門」となり、全学の数理・データ

サイエンス・AI教育をベースとした、デジタル人

材育成を担当する部門となっています。

（１）MDASH 応用基礎レベルへ

本学の工学部では、「工学部データサイエン

ス・AI 教育プログラム（応用基礎）」がMDASH

の応用基礎レベルに2022年度に認定さています。

2021年度に「分野融合とデータサイエンス強化」

を大きなテーマとして工学部改組をしており、専

任教員２名を配置するなどして、データサイエン

ス教育を強化した成果であると考えています。教

図５　令和４年度最優秀賞を受賞した学生とそのポスターのタイトル及び目的：県政「未来
みやざき創造プラン」のためのアンケートと仮定して分析し、問題提示をしている

令和４年度以降の新展開認定時（令和３年度）の概念図
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さらに、株式会社デンサンと本学と県内企業と

の３者で、県内企業の有するまたは必要とする実

データに対して、AI技術等を活用して問題解決を

図る「地域課題解決型インターンシップ」事業も

2022年度から開始し、実践的なデジタル人材育

成の面でも貢献していただいています。

2023年度以降も新たな企業、団体等との連携

強化等を試み、様々な面でのデジタル人材育成を

行っていく計画であり、学んだ数理・データサイ

エンス・AIの社会実装、学生のスタートアップ支

援、さらには宮崎県内企業のデジタルによる地域

創生等にも繋げられるのではないかと期待してい

ます。
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を提示するチームベースでの実践的な演習科目
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ータサイエンス入門」にAIの歴史から機械学習の

要素技術の紹介等を新たに加えてリニューアルす

るなどして、より高度なデータサイエンス・ＡＩ

教育プログラムを提供しており、これらの教育プ

ログラムで応用基礎レベルの認定を計画していま
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（２）IT企業との連携によるデジタル人材育成

強化へ

デジタル人材育成を推進するためには地元IT企

業と大学との連携は必要であるとの考えのもと、

宮崎県内IT企業である株式会社デンサンと宮崎大

学学び・学生支援機構とで、数理・データサイエ

ンス・AI教育における産学共同教育体制ならびに

デジタル人材育成等を目的として、包括連携協定

を締結し、協力していく体制を整えました（写真

２参照）。株式会社デンサンは、すでに本学内に

て「ミヤダイミライ塾」[2]（図７参照）というAI、

DXの基礎から応用までの範囲を学生・一般向け

の講座として開催しており、すでに数理・データ

サイエンス・AI教育に貢献していただいています

が、包括連携協定により今後ますますの連携強化

が期待されます。

写真２　2022年10月の包括連携協定の調印式の様子
（右：宮崎大学学び・学生支援機構（新地辰朗機
構長）、左：株式会社デンサン（松方健二代表取
締役社長））

図７　ミヤダイミライ塾のチラシ：「DXを学ぶ～DXと
AIの基礎から応用まで～」というタイトルで2022
年度に10回公開講演を実施[2]

https://www.miyazaki-u.ac.jp/kscrs/sangaku/miraijuku.html



